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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年７月25日に提出いたしました第12期（自　平成25年５月１日　至　平成26年４月30日）の有価証券報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

(1）関連当事者との取引について

(3）重要事象等について

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(5）重要事象等について

第５　経理の状況

１　財務諸表等

(1）財務諸表

注記事項

（貸借対照表関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

(1)関連当事者との取引について

　　（訂正前）

当社設立時の親会社である大東開発㈱が当社を会社分割にて新設する以前から有していた銀行借入金の一部を平成

14年3月に水谷建設㈱により肩代りされましたが、当該借入金について、当社ゴルフ場の土地・建物の一部を担保に

供しております（当事業年度末現在銀行借入金等424,746千円）。

また、当社の銀行からの借入金に対して、当社元代表取締役水谷紀夫が保証を行っております。

　　（訂正後）

当社設立時の親会社である大東開発㈱が当社を会社分割にて新設する以前から有していた銀行借入金の一部を平成

14年3月に水谷建設㈱により肩代りされましたが、当該借入金について、当社ゴルフ場の土地・建物の一部を担保に

供しております（当事業年度末現在銀行借入金等1,382,085千円）。

また、当社の銀行からの借入金に対して、当社元代表取締役水谷紀夫が保証を行っております。

(3)重要事象等について

　　（訂正前）

　当社においては、下記の事象又は状況が存在しております。

　当社の事業活動に不可欠な重要な資産であるゴルフ場の固定資産等が平成25年４月１日に会社更生計画の認可決定

を受けた水谷建設㈱の銀行借入金等424,746千円の担保として差し入れられていることから、今後担保提供先の銀行

と被担保債務の一部減額交渉を行う必要性が生じております。

＜後略＞

 

　　（訂正後）

　当社においては、下記の事象又は状況が存在しております。

　当社の事業活動に不可欠な重要な資産であるゴルフ場の固定資産等が平成25年４月１日に会社更生計画の認可決定

を受けた水谷建設㈱の銀行借入金等1,382,085千円の担保として差し入れられていることから、今後担保提供先の銀

行と被担保債務の一部減額交渉を行う必要性が生じております。

＜後略＞

 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(5)重要事象等について

　　（訂正前）

　当社においては、下記の事象又は状況が存在しております。

　当社の事業活動に不可欠な重要な資産であるゴルフ場の固定資産等が平成25年４月１日に会社更生計画の認可決定

を受けた水谷建設㈱の銀行借入金等424,746千円の担保として差し入れられていることから、今後担保提供先の銀行

と被担保債務の一部減額交渉を行う必要性が生じております。

＜後略＞

 

　　（訂正後）

　当社においては、下記の事象又は状況が存在しております。

　当社の事業活動に不可欠な重要な資産であるゴルフ場の固定資産等が平成25年４月１日に会社更生計画の認可決定

を受けた水谷建設㈱の銀行借入金等1,382,085千円の担保として差し入れられていることから、今後担保提供先の銀

行と被担保債務の一部減額交渉を行う必要性が生じております。

＜後略＞

 

EDINET提出書類

株式会社涼仙(E04732)

訂正有価証券報告書

3/4



第５【経理の状況】

１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　　（訂正前）

＜前略＞

（前事業年度）

　上記物件は、短期借入金2,272,734千円及び水谷建設㈱の銀行借入金等1,392,859千円の担保に供しております。

 

（当事業年度）

　上記物件は、短期借入金1,377,222千円及び水谷建設㈱の銀行借入金等424,746千円の担保に供しております。

 

　　（訂正後）

＜前略＞

（前事業年度）

　上記物件は、短期借入金2,272,734千円及び水谷建設㈱の銀行借入金等1,908,085千円の担保に供しております。

 

（当事業年度）

　上記物件は、短期借入金2,159,609千円及び水谷建設㈱の銀行借入金等1,382,085千円の担保に供しております。
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